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　豪雨による市内の被害状況をいち早く把握するため、７月９日に経済建設常任委員会の所管事務
調査※として、農政課より水稲・大豆・ソバ・バレイショ・秋小麦の農作物被害状況（概算による
７月９日現在速報）の報告を下記のとおり受けました。

地　区 被害面積計 冠　水 浸　水 流　出
（埋　没） 倒　伏

一　已 １,３２７ １,１８６ １３１ １０
音　江 ７,１３１ ５,９７５ ９４４ ２１２
深　川 ７０７ ７０７
納　内 ４,２４７ ２,４１９ ９０ ９９ １,６３９
多度志 ４３,５３３ ４３,５３３
合　計 ５６,９４５ ５３,８２０ １,０３４ ４４２ １,６４９

　７月30日開会の第４回臨時会、９月４日開会の第３回定例会において、それぞれ豪雨災害に伴う
復旧関係経費などが計上された一般会計補正予算（H30）を可決しました。（※災害関連予算を掲載）

経済建設常任委員会を中心に被害状況を確認
Pick Up
現地調査

　また、委員外議員を含む14人の議員により、特に被害の大きかった市道若林木村の沢線の路肩崩
壊（多度志）、屈狩志内川の河岸決壊（多度志）、農地への土砂流入（納内）、農地法面の崩壊（音江
２カ所）、吉住川の河岸決壊（音江）について、担当所管である農政課及び都市建設課より説明を受
け、現地にて被害状況を確認しました。

災害復旧、仮応急工事、調査設計費等を補正
Pick Up 全

会
一
致

補正予算

第４回臨時会（補正５号）

農地の被害を復旧するための調査設計費用200万
円、市道38路線及び18河川の災害復旧費用6,930
万円、市道１路線及び５河川の仮応急工事費用
900万円、鷹泊バス待合所の地下給水ポンプ等の
修繕及び移設費用50万円など

合計　8,080万円

第３回定例会（補正７号）

【農業災害対応】5,200万円～被災農地及び農用施
設65カ所、農地災害復旧工事６カ所、【土木災害
対応】３億1,170万円～河川災害31河川46カ所、
道路災害12路線15カ所、【災害対応合所計】132
カ所

合計　３億6,370万円

第４回臨時会
録画中継

第３回定例会
録画中継

（単位：ａ）
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深
川
市
議
会
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年

8
月
に
発
生
し
た
台
風
被
害
ま
で
、
議
員

個
人
や
議
会
と
し
て
の
災
害
時
等
の
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
存
在
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
台
風
災
害
を
契
機
に
、

議
員
及
び
議
会
と
し
て
の
組
織
的
な
対
応

の
必
要
性
を
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
見
つ
め

な
お
し
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
議

会
改
革
特
別
委
員
会
が
中
心
と
な
り
「
深

川
市
議
会
災
害
対
策
要
綱
」
と
「
深
川
市

議
会
議
員
災
害
時
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

制
定
し
ま
し
た
（
同
年
12
月
制
定
）。

　

こ
の
要
綱
の
第
１
条
に
は
、「
災
害
時

に
議
員
一
人
一
人
が
迅
速
か
つ
適
切
な
行

動
を
と
り
、
議
会
の
基
本
的
な
機
能
を
維

持
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
市
の
災
害
対
策
を
側
面
支
援

す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
安
全
確
保
及
び

早
期
の
復
旧
に
寄
与
す
る
」
と
目
的
を
示

し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
災
害
時
に
お
け

る
議
員
と
し
て
組
織
的
に
行
動
す
る
た
め

の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
記
録
的
な
豪
雨
で
は
、
要
綱
制

定
後
初
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
き

な
問
題
も
な
く
お
お
む
ね
要
綱
及
び
マ
ニ

ュ
ア
ル
ど
お
り
の
対
応
を
と
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

議
会
災
害
対
策
要
綱
に
基
づ
く

議
会
災
害
対
策
会
議
を
設
置

　

７
月
２
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
の
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
、

市
が
３
日
午
前
９
時
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
こ
と
を
受

け
、
議
会
も
同
対
策
本
部
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
速
や

か
に
深
川
市
議
会
災
害
対
策
会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。

■ 

議
会
と
災
害

７月豪雨による被害総額
約4億9,000万円（市長行政報告）
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自立？依存？
　市税などの自主財源
が少なく、地方交付税
などの国や北海道から
配分される依存財源に
大きく頼っている状態
です。

10/10 20 14 13

広
報
編
集
委
員
会
に
お
い
て
決
算
に

関
す
る
周
知
方
法
協
議
②

広
報
編
集
委
員
会
に
お
い
て
決
算
に

関
す
る
周
知
方
法
協
議
①

本
会
議
④　

決
算
認
定
の
採
決

決
算
審
査
特
別
委
員
会

総
括
質
疑

決
算
審
査
特
別
委
員
会

付託された委　

　　　　一般会計決算額

歳入総額 183億3,030万円
歳出総額 180億9,239万円
翌年度へ繰り越すべき財源 3万円

実質収支　2億3,788万円

黒字

健全化判断比率は？（単位：％）

名　称 健 全 化
判断比率

実質赤字比率 赤字額なし
連結実質赤字比率 赤字額なし
実質公債費比率 14.6（25）
将来負担比率 142.4（350）
※同比率がカッコ内の基準数値を上回ると財政健
全化計画を策定し、自主的に財政の早期健全化
に向けた取り組みを行わなければなりません。

市民1人当たりの状況は？

貯金（基金）残高 11万円
総額 23億4,467万円

借金（市債）残高173万円
総額362億1,361万円

※Ｈ30.３月末人口　20,891人で算出
※特別会計、企業会計を含む全会計

会計区分 歳出決算額

一般会計 180億9,239万円

特　

別　

会　

計

介護保険 23億8,393万円

国民健康保険 34億2,231万円

後期高齢者医療 3億6,559万円

農業集落排水事業 1億7,709万円

下水道事業 9億89万円

小　　　　計 72億4,981万円
企
業
会
計

水道事業 6億8,303万円

病院事業 49億7,253万円

小　　　　計 56億5,556万円

合　　　　計 309億9,776万円

各会計別の歳出額は？

市税 みなさんからの税金 10万5千円

使用料
及び手数料 使用料、負担金、各種証明手数料 1万3千円

繰入金 特別会計や預貯金からの繰入れ 2万1千円

繰越金 繰越金 1万3千円

国　道
支出金

国や道の代わりに行う特定の事業に対する
国道からのお金 18万2千円

交付税
各種交付金 国や道からの補助、税の配分 36万5千円

寄附・
財産収入 寄附金、利子、財産収入 5千円

諸収入等 その他の収入 3万8千円

市　債 借りたお金 13万5千円

入ったお金　87万7,000円

※Ｈ30.３月末人口　20,891人で算出
※概数としてご理解ください。

市民１人当たりの状況は？￥認定

９月13日　決算に係る書面審査
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第
３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）
で
は
、６
人
の
委
員
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

平
成
29
年
度
決
算
に
つ
い
て
９
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３
日
間
、
書
面
審
査
や
総
括
質
疑
を
行
う
な

ど
集
中
的
に
審
査
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
決
算

議
会
が
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
！

12 11 10 7 6 5 9/4 8月 7月 6月 5月 4月 3/31

決
算
審
査
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

常
任
委
員
会

本
会
議
③　

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議
②　

一
般
質
問

・
議
案
や
29
年
度
決
算
に
関
す
る
説
明

・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

　

６
人
の
委
員
が
議
長
よ
り
指
名
さ
れ

　

る
・
委
員
会
付
託

本
会
議
①　

一
般
質
問

監
査
委
員
２
人
が
、
決
算
書
や
付
属
資

料
を
も
と
に
審
査
し
、
意
見
書
を
作
成

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査

決
算
書
や
付
属
書
類
な
ど
を
作
成

決
算
書
作
成
開
始

３月31日で会計年度
は終わりますが、光
熱費などは４月１日
以降に請求されるた
め、前年度の支払い
等の整理期間となり
ます。

平
成
29
年
度
事
業
終
了

29
年
度
決
算
と
９
月
議
会
の
流
れ

９
月
議
会

員会で慎重に審査 出納閉鎖期間

議会費 議員報酬、政務活動費など 6千円

総務費 庁舎等の管理、各種計画の推進 3万3千円

民生費 子育て支援、福祉医療など福祉の充実 15万3千円

衛生費 ごみ処理など市の衛生 12万円

農林水
産業費 農林業の振興 6万8千円

土木費 道路や川、橋などの土木工事 8万3千円

消防費 消防や救急 2万2千円

教育費 学校教育や社会教育の充実 14万4千円

公債費 借金の返済 11万6千円

職員費 職員給与など 9万7千円

その他 労働費、商工費など 2万4千円

使ったお金　86万6,000円

【議会費】・議員報酬及び手当て等　1億900万円
　　　　・議会運営及び事務　642万円
　　　　・議会広報発行　88万円　など

 一般会計 

※陳　　情　国や地方公共団体等に対し、一定の事項に関して利害関係のある者がその実情を訴えて、相当の措置を要望
　　　　　　すること。
※付議事件　本市議会だよりでは、議案のうち条例、決算認定、予算、意見書、陳情以外のものを付議事件としています。
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　市では、毎年、市民のみなさんに決算の内容を知っていただく
ため、おもな事業をわかりやすくまとめた冊子「深川市の今年の
しごと（決算編）」を作成しています。

　決算説明書の冊子は、各町内会
に配布しているほか、市の公共施
設に備え付けていますので、是非
ご一読ください。

　水道事業における、
平成29年度の施設修繕
等の事業実績と、32年
度までの「水道施設整
備更新計画」の見通し
について伺う。

　　　工事内容は、水
道量水器の定期取りか
えが903カ所2,800万円、
配水管改修工事が延長
778ｍ2,200万円、配水
管及び給水管の漏水修
繕が900万円、電気・
計装設備の改修等が
2,000万円です。
　水道施設整備更新計
画については、老朽化
した水道管や各種機器
の修繕や更新など、お
おむね計画どおりに進
めています。

平成32年度までの施設整備は
辻　本 委員 答弁

　平成29年度の市の重
点事業である本検討を
踏まえて、本年３月に
「深川市保育所等整備
に関する基本方針」を
策定している。子ども・
子育て審議会の開催状
況について伺う。

　　　市立保育所の今
後のあり方について、
子ども・子育て審議会
に諮問を行い、17人の
委員により、市立保育
所施設の整備や運営に
関することなどを審議
いただきました。
　審議日数は４月の諮
問から９月の答申まで
に計６回、６日間、審
議時間は合計で約９時
間です。

市立保育所のあり方を検討
辻　本 委員 答弁

　平成27年度より開始
され、29年度も５回実
施された。市民にとっ
ても知識や教養を深め
る事業として、大変重
要だと考える。実施内
容と今後の考えについ
て伺う。

　　　本講座は、拓殖
大学北海道短期大学の
教授等に講師をお願い
しているもので、昨年
度は５回開催し延べ
173人の参加となりま
した。
　アンケートでは、全
ての講座において、満
足またはやや満足との
回答をいただいている
こともありますので、
今後も事業の目的であ
る学びのきっかけづく
りとなるよう、事業推
進に努めていきたいと
考えています。

市民公開講座事業
菅　原 委員 答弁

　観光振興事務の中の
一つとして、インバウ
ンド観光の振興に取り
組んでいるが、事業の
内容と効果について伺
う。

　　　昨年度は、本市
で初めての台湾国際教
育旅行として、台湾台
中市の高校生32人と教
員３人の受け入れを行
い、これまでの取り組
みが実を結び、少しず
つ成果が現れ始めてい
るものと感じています。
　なお、この事業は、
高校生らの将来の再訪
問や現地旅行会社等と
のつながりができるな
ど、多くの効果が期待
できます。

本市のインバウンド観光は
松　本 委員 答弁

決算説明書「深川市の今年のしごと（決算編）」 ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
歳
入
面
で
は
、
財
源
確
保
と

負
担
の
公
平
性
を
図
る
観
点
か
ら
、
市
税

の
さ
ら
な
る
収
納
率
向
上
や
、
収
入
未
済

額
等
の
縮
減
を
、
ま
た
、
歳
出
面
で
は
、

優
先
度
を
考
慮
し
、
費
用
対
効
果
を
検
証

し
な
が
ら
、
事
業
の
推
進
に
当
た
る
な
ど
、

持
続
可
能
な
健
全
財
政
を
堅
持
さ
れ
る
よ

う
一
層
の
努
力
を
望
み
ま
す
。

　　　　　　848万円
（インバウンド観光以
外も含む）

決算額

台湾からの教育旅行で雪と
のふれあいを楽しむ高校生

　　　　　　12万円決算額

　　　　　　48万円決算額

　　　　　　7億1,333
万円（受水費2億4,148
万円、配水管等修繕費
8,522万円、配水管布
設費777万円など）

決算額

※決算額等については、決算書及び深川市の今年のしごと（決算編）より抜粋

深川子ども・子育
て審議会：市HP

北空知広域水道
企業団HP

市ホームページからも確認できます

市民公開講座
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　自立支援介護給付費
等について、障がい者
就労支援施設等からの
物品等調達の取り組み
について伺う。

　　　本市の実績は、
平成27年度役務提供３
件270万円、物品調達
等３件３万円、28年度
役務提供３件270万円、
物品調達等３件21万円、
29年度役務提供３件
260万円、物品調達等
３件135万円です。
　本年度は、水道メー
タ機器解体業務を初め、
市以外の事業では、農
作物の収穫作業などの
取り組みもあります。

障がい者就労支援の状況は
松　本 委員 答弁

　視察等で深川市に来
訪された方にＰＲグッ
ズが必要だと検討され
てきたが、晴れて素敵
なトートバックとクリ
アファイル、そして巾
着が完成となった。現
在のグッズ配布状況を
伺う。

　　　市ＰＲ用品作成
事業では、本市を訪れ
た方へのおもてなしを
目的に、各種グッズを
作成しました。配布を
開始して半年たった現
在の状況としては、自
治体による行政視察に
対して６件、海外から
のお客様に対して２件、
その他４件など公式に
市を訪れた方々を中心
に配布しています。

市PR用品作成事業
水　上 委員 答弁

　特色ある教育活動推
進として、小学校と中
学校に合わせて210万
円が支出されている。
　決算書における義務
教育の充実の項目では、
「地域の自然や文化、
学校の特性を生かした
創意ある教育活動の推
進に努めた。」として
いるが、具体的な活動
の内容と、実施した状
況について伺う。

　　　小学校では、農
業体験実習を全校が実
施しており、田植えか
ら稲刈り、そして、農
業体験実習に携わった
方々を招いての収穫祭
を開催するなど、農業
と食のかかわりに対す
る関心を高めることを
目的に実施しています。
　中学校では、職場体
験実習などを行うこと
により、職業に対する
興味や関心を高め、自
分の進路選択、自己の
職業や生き方への考え
を深める学習を行い、
あわせて、社会人とし
てのマナーや感謝の気
持ちを表現することが
できるように取り組ん
でいます。

特色ある教育活動について
木　根 副委員長 答弁

決算審査特別委員長報告抜粋

総括質疑

菅原委員 水上委員 木根副委員長 小田委員長 辻本委員 松本委員

　

予
算
の
執
行
は
、
総
体
的
に

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
地

域
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
と
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
い
て
い
る
中
で
、
国
の
交

付
金
を
活
用
し
た
地
方
創
生
事

業
や
、
深
川
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

等
整
備
事
業
、
合
葬
式
施
設
整

備
事
業
な
ど
、
市
民
生
活
に
密

着
し
た
各
種
事
業
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
深
川
未
来
フ
ァ
ー

ム
運
営
支
援
事
業
や
移
住
・
定

住
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
に

よ
る
本
市
の
魅
力
・
活
力
を
ひ

き
出
す
政
策
的
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
市
立

病
院
へ
の
特
別
な
財
政
支
援
な
ど
、
限
ら

れ
た
財
源
の
効
率
的
な
執
行
と
、
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
、
連
結
実
質
赤
字
額
を

生
じ
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
取
り
組

一已小学校５年生の田植え
体験授業

深川市ＰＲ用品 トートバック

水道メータ機器

　　　　　　100万円決算額

持続可能な健全財政を堅持されるよう一層の努力を望む
〔監査委員による一般会計決算審査意見（要旨）〕

金山代表監査委員
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北空知葬斎組合を解散し、北空知
衛生センター組合に統合

一　般　質　問

　
　

深
川
で
就
労
し
居
住
し

た
方
が
、
奨
学
資
金
を
返
済

し
て
い
る
場
合
、
若
年
者
の

移
住
・
定
住
対
策
の
一
環
と

し
て
、
奨
学
資
金
返
済
補
助

事
業
を
実
施
し
、
若
年
者
の

定
住
の
一
助
と
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

奨
学
資
金
返
済
補
助
制

度
を
導
入
し
て
い
る
市
町
村

で
は
、
業
種
等
を
限
定
せ
ず
、

地
元
に
就
業
さ
れ
た
方
の
奨

学
金
返
済
の
一
部
、
ま
た
は

全
額
を
支
援
す
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
現
役
世
代

の
移
住
・
定
住
促
進
、
労
働

力
不
足
に
あ
る
事
業
所
の
課

題
改
善
に
効
果
が
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
一
定
規
模
の
財

源
が
必
要
と
な
る
た
め
、
ま

ず
は
他
の
市
町
村
の
状
況
を

研
究
す
る
な
ど
、
提
案
の
あ

っ
た
制
度
を
含
め
大
学
生
等

の
定
着
に
資
す
る
取
り
組
み

を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　

災
害
時
に
は
自
助
・
共

助
・
公
助
が
重
要
で
あ
る
。

当
市
で
は
、
主
に
豪
雨
災
害

が
想
定
さ
れ
、
特
に
地
域
で

助
け
合
う
共
助
が
重
要
と
な

る
。
自
主
防
災
組
織
の
充
実

と
避
難
訓
練
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

現
在
、
自
主
防
災
組
織

は
市
内
に
３
つ
あ
り
、
市
は

こ
れ
ま
で
各
町
内
会
に
対
し
、

組
織
設
立
に
向
け
た
検
討
を

依
頼
し
て
き
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
、
町
内
会
連
合
会
の

会
議
等
で
防
災
講
話
を
実
施

す
る
な
ど
し
、
組
織
率
の
向

上
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
、
町
内
会

等
が
行
っ
た
防
災
訓
練
な
ど

は
19
回
あ
り
、
今
後
も
地
域

に
対
し
て
、
避
難
訓
練
や
避

難
手
順
の
確
認
活
動
の
実
施

な
ど
を
促
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

鶴
つるおか

岡恵
けい

司
じ

 議員
　　（公政クラブ）

移
住
促
進
に
奨
学
金
返
済
補
助

他
事
例
を
研
究
・
検
討
し
た
い

自
主
防
災
組
織
と
避

難
訓
練
の
重
要
性

市内避難所・緊急
避難場所：市HP

新光町町内会の図上防災訓練（H29）

Ａ

Ａ

規約変更

　北空知葬斎組合が行う火葬業務に
ついては、今まで以上に効率的で効
果的な広域事務として取り組むこと
を目的に、昨年から、人員体制の見
直しなどの検討が進められてきまし
た。
　その結果、平成31年３月31日をも
って北空知葬斎組合を解散して、同
年４月から北空知衛生センター組合
に統合し、その事務を承継すること
となりました。
　なお、統合後においても火葬に関
する手続や窓口（市役所1階市民課）
などは、今までと変更はありません。

ふるさと納税申し込み増加などに
より、平成30年度一般会計を補正

補正予算※

＜歳入補正事業抜粋＞
■ふるさと納税 1億4,000万円

＜歳出補正事業抜粋＞
■あけぼの保育園の施設整備に対す
　る市補助金 １億4,120万円
■地域資源活用農畜産物処理加工施
　設整備事業 １億2,900万円
■若年者等雇用拡大奨励事業申請者
　の増（11人）による補助金 180万円
■温水プール機器修繕 600万円

全
会
一
致

※市議会だよりに掲載しきれなか
った案件は市ＨＰで確認できます。

議決結果：市HP

09 ※補正予算　年度当初の予算（当初予算）に、追加・その他の変更を加えるため提出される予算

Ｑ

Ｑ

08

条 
例

　

あ
け
ぼ
の
団
地
の
建
替
事
業
と
し
て
、

耐
火
構
造
平
屋
建
て
、
１
棟
、
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

を
１
戸
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
を
３
戸
、
合
計
４
戸

の
供
用
開
始
と
、
既
に
空
き
家
と
な
っ
て

い
る
入
志
別
団
地
の
２
棟
を
用
途
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
あ
け
ぼ
の
団
地
に
整
備
す
る
８

台
分
の
駐
車
場
を
供
用
開
始
す
る
た
め
条

例
中
の
別
表
を
改
正
し
、
同
駐
車
場
の
使

用
料
を
定
め
ま
す
。

あ
け
ぼ
の
団
地
１
棟
建
設
、
入
志

別
団
地
２
棟
の
廃
止

全
会
一
致

市
功
労
者
提
案

公
益
功
労
者
８
人
を
表
彰
す
る
こ

と
に
対
し
て
全
会
一
致
で
同
意

■
統
計
調
査
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た

　
　

岩
崎　

道
博
さ
ん

■
交
通
安
全
運
動
の
普
及
推
進
に
貢
献
さ

れ
た

　
　

渡
部　

武
さ
ん

■
国
際
交
流
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た

　
　

上
垣　

由
紀
子
さ
ん

■
商
工
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

　
　

髙
橋　

博
樹
さ
ん

　
　

坪
田　

邦
光
さ
ん

　
　

清
水　

一
男
さ
ん

■
社
会
福
祉
の
向
上
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

　
　

大
橋　

良
一
さ
ん

■
地
域
防
災
と
消
防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ

た

　
　

山
田　

耕
敬
さ
ん

議員名（議席番号順） 議
決
結
果
▼

菅
原　

明
義

宮
澤　

孝
司

松
本　

雅
祐

近
沢　

弘
幸

和
田　

秀
隆

佐
々
木
一
夫

木
根　

昭
夫

松
原　

和
男

水
上
真
由
美

太
田　

幸
一

辻
本　
　

智

小
田　

雅
一

鶴
岡　

恵
司

長
野　

　

勉

楠　

理
智
子

田
中　

昌
幸

第３回
定例会

深川市指定介護予防支援等の事業の
人員及び運営並びに指定介護予防支
援等に係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

深川市地域資源活用農畜産物処理加
工施設整備基金条例について ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

30年度一般会計補正予算（第８号） ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決
29年度一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 認定
29年度介護保険特別会計歳入歳出決
算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 認定

29年度国民健康保険特別会計歳入歳
出決算認定 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 認定

29年度後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 認定

※賛成＝○、反対＝●、除＝除斥（採決に加わることができない）、長野勉議長は採決に加わりません

同
　
意

深
川
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

市
功
労
者
表
彰
条
例
に
基
づ
く
提
案

意　見　書※　内閣総理大臣などに送付しました
■林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書　
■道教委「これからの高校づくりに関する指針」を抜本的に見直し、すべての子どもに豊かな学びを
　保障する高校教育を求める意見書

全
会
一
致

完成イメージ

あけぼの団地整備完了年度　平成33年度
建設戸数　10棟40戸
1LDK：10戸、2LDK：30戸
（１棟：1LDK１戸＋2LDK３戸＝４戸）

※意見書　深川市の公益に関する事件に関し、議会が深川市の機関としての議会の意思を意見として、まとめた文書のこと。
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深
川
市
が
発
注
す
る
工

事
な
ど
の
入
札
や
随
意
契
約

に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

一
定
額
の
賃
金
保
障
や
労
働

条
件
の
確
保
が
考
慮
さ
れ
た

予
定
価
格
と
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　

本
市
の
工
事
費
用
の
積

算
は
、
北
海
道
の
積
算
要
領

を
適
用
し
て
い
る
ほ
か
、
技

能
労
働
者
の
育
成
・
確
保
に

は
適
切
な
賃
金
の
支
払
い
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賃

金
に
つ
い
て
も
、
北
海
道
の

最
新
の
業
種
別
労
務
単
価
を

適
用
す
る
な
ど
、
適
切
な
単

価
に
よ
り
工
事
費
用
を
積
算

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
札

執
行
に
お
け
る
請
負
代
金
の

額
に
よ
っ
て
は
、
工
事
従
事

者
の
賃
金
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

労
働
条
件
の
悪
化
や
安
全
対

策
の
不
徹
底
等
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
随
時
、
国
の
基

準
に
合
わ
せ
た
ル
ー
ル
を
定

め
て
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　

現
在
配
布
さ
れ
て
い
る

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
平
成

17
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
後
変
更
に
な
っ
た
避
難

所
も
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
確
認
で
き
な
い
人
の
た

め
に
も
、
最
新
状
況
が
確
認

で
き
る
マ
ッ
プ
を
配
布
す
べ

き
。

　
　

２
年
ほ
ど
前
か
ら
各
河

川
管
理
者
に
よ
り
、
新
た
な

想
定
最
大
規
模
の
降
雨
に
対

応
し
た
浸
水
想
定
区
域
図
が

随
時
公
表
さ
れ
て
お
り
、
現

在
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
本

市
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
見
直
す
予
定
と
し
て
い
ま

す
。
水
防
法
第
15
条
３
項
に
、

「
住
民
等
に
周
知
さ
せ
る
た

め
、
印
刷
物
の
配
布
等
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
見
直
し
後
、
配
付
な
ど
の

対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

楠
くすのき

 理
り ち こ

智子 議員
　　 （民主クラブ）

労
働
条
件
確
保
と
入
札
の
関
係

ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
を
防
止
す
る

最
新
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
更
新
を

洪水避難地図（洪
水ハザードマッ
プ）：市HP

洪水ハザードマップ

　
　

深
川
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、「
都
市

の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
想

定
す
る
」
と
あ
る
が
「
プ
ラ

ン
あ
れ
ど
具
体
な
し
」。
ゆ

え
に
、
都
市
計
画
法
の
趣
旨

か
ら
均
衡
あ
る
地
域
の
発
展

へ
具
体
策
を
ど
う
進
め
る
考

え
か
。

　
　

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、

平
成
16
年
に
ま
ち
づ
く
り
の

設
計
図
と
し
て
、
深
川
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
JR
深
川
駅
北
地
区

の
土
地
区
画
整
理
事
業
や
、

共
同
住
宅
の
建
築
な
ど
を
推

進
し
て
お
り
、
近
年
で
は
、

人
口
減
少
等
に
伴
う
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

ま
ち
な
か
居
住
推
進
等
の
各

種
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　

今
後
は
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
や
、

国
が
推
進
す
る
持
続
可
能
な

都
市
を
目
指
す
た
め
に
策
定

す
る
立
地
適
正
化
計
画
等
の

研
究
を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
　

児
童
虐
待
は
「
予
防
に

ま
さ
る
対
策
な
し
」、
虐
待

の
『
芽
』
を
小
さ
な
う
ち
に

察
知
し
、
未
然
に
対
策
す
る

こ
と
が
、
行
政
の
立
場
か
ら

も
極
め
て
重
要
と
さ
れ
て
い

る
。
深
川
市
と
し
て
の
所
見

を
伺
う
。

　
　

本
市
で
は
、
子
育
て
支

援
推
進
室
内
に
設
け
て
い
る

家
庭
児
童
相
談
室
が
、
虐
待

の
通
告
が
あ
っ
た
場
合
の
児

童
の
安
全
確
認
、
ま
た
、
児

童
福
祉
法
に
基
づ
き
関
係
機

関
で
組
織
し
て
い
る
「
深
川

市
要
保
護
児
童
対
策
協
議

会
」
の
調
整
機
能
を
担
っ
て

い
ま
す
。
要
保
護
児
童
等
に

対
す
る
支
援
が
適
切
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
、
支
援
の
実
施

状
況
等
を
的
確
に
把
握
す
る

と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
及

び
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

及
び
虐
待
防
止
の
啓
発
等
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

『
児
童
虐
待
』
を
救

う
行
政
の
確
立
は

一　般　質　問

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

11 ※一般質問　議員が深川市の行政全般にわたり、執行機関に対し事務の執行状況及び将来への方針等について所信を質問し、
　　　　　　あるいは報告、説明を求め又は疑問を質問すること。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ
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７
月
の
豪
雨
被
害
で
は
、

一
昨
年
と
同
じ
場
所
、
ま
た

は
、
隣
接
す
る
場
所
で
の
被

害
が
多
く
見
ら
れ
た
。
現
在

の
北
海
道
の
基
準
で
は
、
設

計
に
限
界
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

市
の
考
え
と
今
後
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

　
　

平
成
28
年
度
の
災
害
と

同
じ
、
ま
た
は
、
近
く
で
受

け
た
被
災
箇
所
は
23
カ
所
あ

り
ま
し
た
。

　

河
川
災
害
に
つ
い
て
は
、

そ
の
時
の
異
常
気
象
の
状
況

や
、
河
川
ご
と
に
被
災
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
異
な
る
こ
と
な

ど
の
条
件
の
違
い
か
ら
、
同

じ
箇
所
で
も
重
ね
て
被
災
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

治
水
事
業
は
、
地
元
の
方

々
の
安
全
と
財
産
を
守
る
重

要
な
事
業
で
す
の
で
、
引
き

続
き
北
海
道
に
対
し
、
必
要

な
対
策
の
実
施
要
望
を
行
う

と
と
も
に
、
北
海
道
開
発
局

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
効
果
の
高
い
対

策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

農
地
基
盤
整
備
に
伴
い
、

離
農
後
の
住
宅
や
納
屋
を
解

体
す
る
場
合
は
、
多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
る
。
現
在
、

市
が
行
っ
て
い
る
非
農
用
地

利
活
用
促
進
事
業
は
、
農
地

流
動
化
に
有
効
で
あ
る
。
次

年
度
以
降
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

　
　

本
事
業
は
、
離
農
跡
地

を
優
良
農
地
へ
と
転
換
・
促

進
を
図
る
も
の
で
、
深
川
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
対
象
事
業
と
し

て
、
外
部
有
識
者
で
あ
る
推

進
協
議
会
委
員
か
ら
も
継
続

し
て
実
施
す
る
旨
の
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

次
年
度
以
降
の
事
業
要
望

件
数
は
、
現
時
点
で
12
件
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
要

望
内
容
を
見
極
め
、
次
年
度

に
向
け
予
算
要
望
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
ちかさわ

沢弘
ひろゆき

幸 議員
　　 （公政クラブ）

近
接
地
豪
雨
被
害
に
つ
い
て

効
果
の
高
い
対
策
を
協
議
す
る

農
地
行
政
に
つ
い
て

深川市内の災
害における危
険区域：市HP

河川の被災状況

太
お お た

田幸
こういち

一 議員
　　（新政クラブ）

均
衡
あ
る
地
域
の
発
展
を
望
む

持
続
可
能
な
都
市
を
目
指
す

深川市都市計
画マスタープ
ラン：市HP

深川市都市計画マスタープラン

一　般　質　問
深川市議会
YouTube
チャンネル

　10人の議員の一般質問を紹介します。
　掲載しきれなかったほかの質問は、深川市
議会YouTubeチャンネルでご覧いただけます。

Ａ

Ａ
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Ｑ
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北
海
道
は
、
種
子
条
例

制
定
に
向
け
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
行
い
、
各
方
面
の

意
見
を
求
め
る
方
向
と
の
こ

と
だ
が
、
市
と
し
て
、
深
川

市
農
民
協
議
会
、
き
た
そ
ら

ち
農
協
、
農
業
者
、
市
民
の

声
を
反
映
さ
せ
る
対
応
と
方

針
を
伺
う
。

　
　

北
海
道
に
お
い
て
は
、

条
例
制
定
に
当
た
り
10
月
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行

う
予
定
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
、
し
っ
か
り
と
内
容

を
確
認
し
、
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら

ち
や
深
川
市
農
民
協
議
会
な

ど
の
農
業
団
体
の
意
見
等
も

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

種
子
の
安
定
供
給
体
制
が
よ

り
万
全
に
確
立
さ
れ
る
よ
う
、

必
要
に
応
じ
道
に
対
し
意
見

等
を
提
出
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

地
元
業
者
限
定
入
札
で
、

あ
り
得
な
い
は
ず
の
入
札
不

調
に
伴
う
随
意
契
約
が
続
い

て
い
る
。
落
札
率
95
％
超
で

談
合
と
も
言
わ
れ
た
が
、
こ

の
ま
ま
だ
と
100
％
超
が
常
態

化
し
て
し
ま
う
。
公
共
単
価

の
見
積
り
に
問
題
は
な
い
の

か
。

　
　

設
計
金
額
は
、
北
海
道

の
要
領
に
基
づ
き
積
算
し
て

い
ま
す
。
工
事
の
入
札
は
、

東
京
五
輪
開
催
に
向
け
た
工

事
等
に
よ
り
、
全
国
的
に
入

札
不
調
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
本
市
に
限
ら
ず
、

人
手
不
足
や
資
材
高
騰
等
に

よ
り
、
積
算
と
実
勢
価
格
が

乖
離
し
、
入
札
不
調
に
な
る

場
合
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
入
札
不
調
に
よ
る
随
意

契
約
の
際
に
は
、
最
低
落
札

者
と
発
注
所
管
が
協
議
の
中

で
積
算
内
容
を
検
証
し
、
適

正
な
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
検
証
結
果
を

発
注
所
管
と
共
有
し
、
引
き

続
き
、
公
正
で
公
平
な
入
札

制
度
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

佐
さ さ き

々木一
かずお

夫 議員
　　　　　（無会派）

道
種
子
条
例
に
農
業
者
の
声
を

農
業
団
体
の
意
見
を
確
認
す
る

地
域
限
定
入
札
建
築

工
事
等
不
調
の
理
由

一般競争入札契
約結果：市HP

道種子条例に農業者の声を

　
　

各
学
校
の
教
材
費
等
に

関
す
る
資
料
に
よ
り
、
市
内

中
学
校
の
小
学
校
対
比
の
家

計
負
担
が
、
全
国
の
小
学
校

対
中
学
校
比
の
1.3
倍
を
上
回

る
2.5
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
給
食
費
助
成
を

中
学
生
か
ら
始
め
て
は
ど
う

か
。

　
　
「
本
市
の
中
学
生
の
教

育
費
の
家
計
負
担
が
小
学
校

に
比
べ
多
額
に
な
る
た
め
、

ま
ず
は
中
学
生
が
い
る
家
庭

へ
の
給
食
費
助
成
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
」
と
の
趣
旨

と
受
け
止
め
ま
し
た
が
、
教

材
費
等
の
負
担
と
給
食
費
の

負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
を
一
体
的
に
捉
え
る

の
が
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と

も
含
め
、
今
後
、
国
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
た
他
市
の
状

況
や
、
国
の
動
向
も
見
極
め

な
が
ら
、
取
り
組
む
べ
き
事

業
内
容
に
つ
い
て
、
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

市
民
に
も
親
し
ま
れ
て

い
て
、
行
政
に
と
っ
て
も
な

く
て
は
な
ら
な
い
深
川
市
シ

ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
は
、
今
後
、
補

助
の
形
が
変
わ
る
と
聞
く
。

変
わ
ら
ぬ
支
援
の
継
続
を
求

め
る
と
と
も
に
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

　
　

市
で
は
、
北
海
道
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
交

付
金
を
活
用
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
実
施
主
体
で
あ
る

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
、

大
会
経
費
の
一
部
を
補
助
し

て
き
ま
し
た
が
、
同
広
域
連

合
よ
り
、
こ
の
交
付
金
廃
止

の
情
報
提
供
が
事
前
に
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
市
で
は
、
高
齢
者

福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
て
い

る
本
大
会
へ
の
補
助
に
つ
い

て
、
介
護
予
防
事
業
の
一
環

と
し
て
支
援
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
支

援
の
継
続
を
！

一　般　質　問

ＡＡ

ＡＡ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ
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国
民
の
健
康
は
国
家
が

責
任
を
負
う
、
そ
れ
ゆ
え
諸

施
設
運
営
の
最
終
責
任
は
国

家
に
あ
る
。
多
数
の
公
立
病

院
が
抱
え
て
い
る
運
営
の
困

難
を
商
業
的
見
地
よ
り
、
福

祉
の
観
点
で
見
る
べ
く
国
に

訴
え
る
と
き
と
考
え
る
が
い

か
に
。

　
　

公
立
病
院
は
、
総
務
省

な
ど
に
よ
る
と
、
全
国
の
病

院
数
の
１
割
程
度
で
あ
る
も

の
の
、
僻
地
等
に
お
け
る
公

立
病
院
は
全
体
の
６
割
を
占

め
て
い
る
ほ
か
、
救
急
・
小

児
・
周
産
期
な
ど
の
不
採
算

・
特
殊
部
門
に
係
る
医
療
の

多
く
を
担
っ
て
い
る
実
態
に

あ
り
、
深
川
市
立
病
院
と
同

様
に
そ
の
半
数
以
上
が
赤
字

経
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
と
も

地
域
医
療
を
担
う
自
治
体
病

院
が
安
定
経
営
で
き
る
よ
う
、

国
に
対
し
て
強
く
求
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

在
宅
介
護
に
お
け
る
特

別
障
害
者
手
当
は
、
広
く
認

知
さ
れ
た
制
度
と
は
言
え
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
現
在
の

制
度
利
用
状
況
と
、
対
象
者

へ
の
周
知
を
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

　
　

特
別
障
害
者
手
当
に
つ

い
て
は
、
20
歳
以
上
の
方
で

重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日

常
生
活
全
般
に
お
い
て
、
常

時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
在

宅
の
方
を
対
象
と
し
て
い
る

も
の
で
、
そ
の
支
給
額
は
月

額
２
６
，
９
４
０
円
、
本
年

８
月
末
現
在
で
13
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
の
周
知
は
、
広
報
紙

だ
け
で
な
く
、
在
宅
で
高
齢

者
な
ど
の
介
護
を
し
て
い
る

家
庭
に
対
し
て
、
北
空
知
介

護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会

等
と
連
携
を
図
り
周
知
す
る

と
と
も
に
、
他
自
治
体
の
取

り
組
み
も
把
握
し
、
周
知
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

松
まつばら

原和
か ず お

男 議員
　　　　（無会派）

国
は
公
立
病
院
運
営
に
責
任
を

安
定
経
営
で
き
る
よ
う
求
め
る

特
別
障
害
者
手
当
の

周
知
と
現
状
は

特別障害者手
当：市HP

深川市立病院

和
わ だ

田秀
ひでたか

隆 議員
　　　　（無会派）

家
計
負
担
に
給
食
費
助
成
を
！

他
市
等
を
研
究
し
て
い
く
考
え

平成28年度子
供の学習費調
査：国HP

給食の一例

一　般　質　問

Ａ

Ａ

Ｑ
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小
児
の
目
の
が
ん
の
一

種
で
、
脳
に
転
移
し
た
場
合

は
眼
球
を
摘
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
早
期
発
見

が
重
要
で
あ
る
。
幼
児
健
診

時
な
ど
の
機
会
を
通
じ
、
母

親
達
に
早
期
発
見
し
て
も
ら

う
た
め
の
意
識
啓
発
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

網
膜
芽
細
胞
腫
は
、
乳

幼
児
期
に
発
症
す
る
こ
と
が

多
く
、
出
生
約
１
万
５
千
人

に
１
人
の
頻
度
で
発
症
す
る

と
さ
れ
て
お
り
、
市
で
は
新

生
児
の
家
庭
訪
問
の
際
に
、

目
の
異
常
が
発
見
で
き
る
よ

う
保
護
者
に
説
明
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
６
〜
８
か
月

児
健
診
時
で
は
保
健
師
の
問

診
の
際
に
、
母
子
健
康
手
帳

を
活
用
し
て
、「
ひ
と
み
が

白
く
見
え
た
り
す
る
こ
と
が

な
い
か
」
な
ど
具
体
的
な
症

状
を
示
し
て
、
保
護
者
と
と

も
に
異
常
の
有
無
を
確
認
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
を
初
め
、
チ
ラ
シ
を
作
成

す
る
な
ど
保
護
者
等
へ
の
周

知
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
、

人
生
の
最
期
ま
で
可
能
な
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自

分
ら
し
く
暮
し
続
け
ら
れ
る

ま
ち
を
構
築
す
る
た
め
に
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

対
し
て
、
市
民
に
ど
う
か
か

わ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　

現
在
、
災
害
時
や
平
常

時
の
見
守
り
な
ど
の
避
難
支

援
プ
ラ
ン
作
成
事
業
、
介
護

予
防
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
普
及

啓
発
事
業
、
生
活
・
介
護
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業
等
の
中

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
自
助
・
互
助
に
よ
る
地
域

住
民
の
主
体
的
な
参
加
を
求

め
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

松
まつもと

本雅
まさひろ

祐 議員
　　　　（無会派）

網
膜
芽
細
胞
腫
の
早
期
発
見
を

保
護
者
等
へ
の
周
知
を
強
化

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
に
つ
い
て

網膜芽細胞腫（も
うまくがさいぼう
しゅ）とは：国立
がん研究センター
HP

啓発ポスター

　
　

普
通
交
付
税
と
臨
時
財

政
対
策
債
の
発
行
可
能
額
は
、

６
年
連
続
で
減
額
さ
れ
お
り
、

地
方
重
視
の
政
策
と
予
算
確

保
を
国
に
求
め
る
。
自
治
事

務
は
、
人
口
が
２
千
人
以
上

減
少
し
て
も
、
な
お
拡
大
し

て
い
る
。
減
額
の
影
響
を
伺

う
。

　
　

本
年
度
の
普
通
交
付
税

及
び
臨
時
財
政
対
策
債
を
合

わ
せ
た
総
額
で
は
、
６
５
億

１
，
０
７
９
万
９
千
円
で
、

対
前
年
比
１
億
１
，
２
５
７

万
３
千
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
予
算
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
は
、
厳
し
い
状
況
に

変
わ
り
は
な
い
も
の
の
、
ふ

る
さ
と
納
税
が
顕
著
な
伸
び

を
見
せ
て
い
る
た
め
、
財
政

運
営
に
当
た
っ
て
は
、
現
在
、

大
き
く
見
直
す
必
要
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き

地
方
に
必
要
な
交
付
税
総
額

を
確
保
す
る
よ
う
要
請
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

国
の
機
関
の
障
が
い
者

採
用
不
正
は
、
あ
ま
り
に
も

ず
さ
ん
な
状
況
だ
が
、
市
は

適
切
な
対
応
に
務
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
障
が
い
者
就
労

支
援
団
体
と
情
報
交
換
を
行

っ
て
い
る
が
、
特
別
枠
で
の

正
規
職
員
採
用
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

現
在
の
本
市
の
状
況
は
、

法
定
雇
用
率
2.5
％
（
10
人
）

を
達
成
し
て
い
る
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。
正
規
雇
用
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
採
用

人
数
の
全
体
枠
が
少
な
い
本

市
の
よ
う
な
規
模
の
自
治
体

で
は
、
障
が
い
者
特
別
枠
を

設
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、

一
般
枠
の
中
で
障
が
い
が
あ

る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
受
験

で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
ま

す
し
、
今
後
も
関
係
機
関
等

と
協
議
し
な
が
ら
、
障
が
い

者
雇
用
に
十
分
意
を
用
い
て

い
き
ま
す
。

障
が
い
者
積
極
雇
用

と
正
規
職
員
採
用
を
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地
域
力
の
創
造
や
地
方

再
生
へ
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
最
長
３
年
の
任
期
で

地
域
活
動
を
担
っ
て
い
た
だ

い
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

に
対
す
る
、
定
住
や
起
業
に

向
け
た
本
市
の
支
援
体
制
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

こ
れ
ま
で
任
期
満
了
ま

で
活
動
さ
れ
た
隊
員
は
４
人

で
、
そ
の
う
ち
２
人
が
、
市

内
で
の
就
業
を
選
択
し
定
住

に
至
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に

は
、
市
が
働
き
先
の
確
保
等

の
支
援
を
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、今
年
度
か
ら「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
起
業
支
援

補
助
制
度
」
を
創
設
し
、
隊

員
の
任
期
終
了
の
日
か
ら
起

算
し
て
前
後
１
年
以
内
に
市

内
で
起
業
し
た
場
合
、
一
定

の
要
件
の
も
と
、
起
業
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
経
費
の
全

額
（
上
限
100
万
円
）
に
つ
い

て
、
補
助
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
　

近
年
自
治
体
に
お
い
て
、

ふ
る
さ
と
の
発
展
と
知
名
度

向
上
に
貢
献
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
観
光

大
使
を
任
命
す
る
自
治
体
が

増
え
つ
つ
あ
る
が
、
本
市
の

観
光
大
使
任
命
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
伺
う
。

　
　

観
光
大
使
は
、
ま
ち
の

知
名
度
向
上
、
観
光
PR
等
を

目
的
に
設
置
す
る
も
の
で
、

本
市
に
お
い
て
も
深
川
観
光

協
会
が
平
成
29
年
度
に
組
織

の
見
直
し
を
行
っ
た
際
に
、

観
光
大
使
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
規
約
の
改
正
を
行

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
同
協

会
で
は
観
光
大
使
の
委
嘱
は

行
っ
て
い
せ
ま
ん
が
、「
ふ

さ
わ
し
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

れ
ば
ぜ
ひ
考
え
た
い
」
と
の

こ
と
な
の
で
、
市
と
し
て
も
、

そ
の
よ
う
な
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
れ
ば
、
頼
も
し
い
存
在
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

菅
すがわら

原明
あきよし

義 議員
　　（新政クラブ）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
支
援
は

今
年
度
か
ら
起
業
支
援
を
開
始

観
光
大
使
の
任
命
に

つ
い
て

地域振興分野に従
事する地域おこし
協力隊：市HP

シードルづくりに携わる隊員

田
た な か

中昌
まさゆき

幸 議員
　　（民主クラブ）

交
付
税
６
年
連
続
減
額
の
影
は

必
要
額
を
確
保
す
る
よ
う
要
請

平成30年度普通
交付税の算定結
果等：国HP

市は法定雇用率を達成しています

一　般　質　問
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問合先：深川市議会事務局内

〒074-8650　深川市２条17番17号
電話0164-26-2282（直通）

深川市議会YouTube
チャンネル

16

市議会活動レポート　　　　　　
議員は現場から学ぶ

　深川市議会では、２年に一度の各委員会による道外先進事例を調査する行政視察や、
政務活動費を利用した研修などのほかにも、議員みずからの視野を広げるための活動と
して、さまざまな取り組みを行っています。
　今回は、９月18日に行った三笠市の新桂沢ダム建設工事現場視察と、10月５日に行っ
た深川市議会森林・林業活性化推進議員連盟（以下、林活議連）による「市内山林の状
況視察と植樹及び研修会」についてご紹介します。

～レポート①～　新桂沢ダム建設工事は、国土交通省が進め
る「ダム再生事業」として、既設の桂沢ダムをかさ上げする
ことで総貯水量を効率的に増大させるものです。
　また、この工事により洪水調節容量を確保し、治水機能を
持たせることで防災面での能力が向上します。
　深川市を流れる雨竜川上流にある「雨竜第２ダム」でも、
平成30年度の新規事業として実施計画調査に着手し、今後、
新桂沢ダムと同様の工事が予定されていることから、地域住
民の生命と大切な財産を守る立場にある市担当所管ととも
に、今回、視察を実施したものです。

～レポート②～　深川市の森林・林業の活性化と山村
経済の振興に寄与することを目的とした全議員で構成
する林活議連では、毎年、道内の林業を中心とした研
修事業を実施しています。
　本年は、市内林業現場の視察（市有林）とともに、
空知森林管理署北空知支署の佐藤支署長と空知総合振
興局森林室の井上主幹を講師に招き、「北海道国有林
の取り組み」「森林環境譲与税」などについての研修
を行い、林業への理解を深めました。

　７月の水害、９月は台風と地震が
ありましたが、当市では人的被害は
ありませんでした。水害では、地域の方が参集し
農機具を避難させたこと、地震による停電では、
じんかい収集の変更を町内会役員による通知・広
報いただいたことなどをお聞きしました。水害や
停電、この夏の困難を深川の総力で乗り越えたこ
と、全市民に感謝します！
　今年度から紙面・紙質刷新しています。いかが
でしょうか。ご意見をお待ちしております。
 広報編集委員　松原　和男　

深川市議会
　　　公式ホームページ

編 集 後 記
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